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熊
本
県
八
代
市

八
代
市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

八
代
市
は
、
平
成
十
七
年
、
六
市
町
村
の

広
域
合
併
に
よ
っ
て
人
口
十
三
万
人
強
の
新

市
と
し
て
誕
生
し
た
。
熊
本
市
の
南
四
〇
㎞

に
位
置
し
、
西
は
八
代
海
を
臨
み
、
東
は
宮

崎
県
に
接
し
、全
面
積
の
約
七
割
が
山
間
地
、

約
三
割
が
平
野
部
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
山

間
地
に
は
、
平
家
落
人
伝
説
が
語
り
継
が
れ

る
秘
境
五
家
荘
や
石
造
り
の
ア
ー
チ
橋
が
点

在
し
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
今
も
歴
史
が
息

づ
い
て
い
る
。平
野
部
に
お
い
て
は
、日
本
三

大
急
流
の
一
つ
で
あ
る
球
磨
川
や
氷
川
の
両

水
系
で
形
成
さ
れ
た
豊
か
な
土
地
が
広
が
り
、

イ
草
や
ト
マ
ト
は
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
条
件
に
加
え
、
臨
海
工
業

用
地
の
造
成
、港
湾
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
、

早
く
か
ら
大
企
業
の
工
場
が
進
出
し
、
県
下

有
数
の
工
業
都
市
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
近
年

は
、
九
州
新
幹
線
、
九
州
縦
貫
自
動
道
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
、
県
内
最
大
の
国
際

貿
易
港
で
あ
る
八
代
港
が
整
備
さ
れ
、
陸
・

海
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
更
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
現
在
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
主
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
地
域
活
性
化

と
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
を
目
的
に
、

八
代
南
Ｉ
Ｃ
と
八
代
港
を
結
ぶ「
南
部
幹
線
」

に
六
径
間
の
橋
梁
を
都
市
計
画
事
業
で
建
設

中
で
あ
る
。

人
財
育
成
基
本
方
針
と
そ
の
取
り
組
み

　

平
成
二
三
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
人
財
育

成
基
本
方
針
」
で
は
、「
市
民
に〝
感
動
〞を

与
え
る
職
員
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
人

材
を〝
人
財
〞と
表
記
し
、
職
員
の
能
力
開
発

に
大
き
く
影
響
を
与
え
る「
職
場
環
境
」「
職

員
研
修
」「
人
事
制
度
」「
厚
生
制
度
」
を
人

財
育
成
の
観
点
か
ら
見
直
し
な
が
ら
、総
合

的
に
職
員
の
資
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

職
員
を
重
要
な
行
政
資
源
と
位
置
づ
け
た

こ
と
に
つ
い
て
、
総
務
部
人
財
育
成
課
の
山

内
係
長
は「
ど
こ
の
自
治
体
も
そ
う
で
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
事
務
事
業
等
の
見
直
し

を
含
め
て
職
員
数
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
国
や
県
か
ら
の
権
限
委

譲
な
ど
に
よ
り
、
ど
こ
の
部
署
も
仕
事
量
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
よ
り
良

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、
職
員
一
人
一
人
の
資
質
の
向
上
が
重
要

な
課
題
」
と
話
し
、
そ
の
中
心
と
な
る
取
り

組
み
に
職
員
研
修
の
充
実
を
挙
げ
た
。

　

本
市
の
職
員
研
修
は
、「
自
己
啓
発
」（
職

員
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
）、「
職
場
内
研

修
」（
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
取
り
組
む
研
修
）、

「
人
財
研
修
」（
人
財
育
成
課
が
行
う
研
修
）

を
三
本
柱
に
据
え
て
い
る
。
職
場
内
研
修
で

は
、
各
課
に
職
場
内
研
修
担
当
者
を
置
き
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
研
修
計
画
を
立
て
る
な

ど
、
学
習
的
な
職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。
人
財
研
修
で
は
、
集
合
研
修
の
ほ

か
、国
や
県
な
ど
の
行
政
機
関
、民
間
企
業
、

各
種
専
門
研
修
施
設
へ
の
派
遣
研
修
も
積
極

的
に
推
進
し
て
お
り
、
平
成
二
四
年
度
で
は

当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を
含
め
延
べ
九
九
名
を

派
遣
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

セ
ン
タ
ー
研
修
の
参
加
状
況

　

セ
ン
タ
ー
研
修
の
参
加
者
は
〈
別
表
〉
の

と
お
り
、平
成
二
三
年
度
の
六
名
か
ら
二
四・

二
五
年
度
は
二
倍
に
増
え
た
。
こ
の
理
由
を

お
聞
き
す
る
と
、
建
設
部
都
市
政
策
課
の
一

美
課
長
補
佐
は
「
今
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
が

求
め
ら
れ
た
り
、
新
し
い
事
業
、
特
に
施
設

の
維
持
管
理
系
、長
寿
命
化
が
始
ま
る
中
で
、

問
題
の
核
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
的
確

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
の

知
識
だ
け
で
な
く
、
要
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
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の
知
識
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し

た
。

　

ま
た
、
人
財
育
成
課
の
西
田
主
任
は
「
建

築
の
ほ
う
で
は
積
算
関
係
の
参
加
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
本
市
で
は
積
算
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
情

報
を
他
の
市
町
村
の
参
加
者
か
ら
聞
け
る
の

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
」
と
、
交
流
・
情
報
交

換
の
場
と
し
て
期
待
し
た
。
山
内
係
長
は
ず

ば
り「
若
手
職
員
の
実
務
レ
ベ
ル
の
ア
ッ
プ
」

を
理
由
に
挙
げ
、「
研
修
を
受
講
し
た
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
知
識

や
技
術
を
職
場
内
研
修
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
取
り
組
み
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
話
し
た
。

セ
ン
タ
ー
研
修
へ
の
感
想
・
要
望

　

セ
ン
タ
ー
研
修
に
対
す
る
感
想
や
要
望
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
と
昨
年
度
に
受
講
し
た

十
二
名
の
方
々
か
ら
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
で
、『
開
発
許
可

専
門
』
に
参
加
し
た
都
市
政
策
課
・
福
田
主

任
は
「
非
線
引
き
都
市
計
画
区
域
で
あ
る
八

代
市
に
は
、
市
街
化
調
整
区
域
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
市
街
化
調
整
区
域
の
立
地

基
準
に
関
す
る
研
修
は
必
要
な
い
た
め
、
非

線
引
き
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
た
技
術

基
準
に
重
点
を
置
い
た
開
発
許
可
研
修
を
別

に
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

　
『
下
水
道
』
に
参
加
し
た
下
水
道
建
設
課
・

田
中
主
任
は「
本
市
の
場
合
、山
か
ら
海
、川
、

平
地
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
例
え
ば
港
湾
の

人
間
が
い
き
な
り
下
水
に
行
っ
て
、
す
ぐ
に

別
の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。
忙
し
い
中
で
新

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
研
修
と
い

う
の
は
非
常
に
有
効
で
す
し
、
私
と
し
て
は

す
ご
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」と
話
す
。

　
『
市
町
村
道
』
に
参
加
し
た
土
木
建
設
課
・

皆
吉
主
任
は
「
学
ん
だ
内
容
が
八
代
市
の
現

状
に
沿
う
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、基
礎
的
な
知
識
や
法
を
再
認
識
し
、

新
た
な
工
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
は
自
分
に
と

っ
て
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
し
た
」
と
述

べ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
の
ほ
か
に
「
他
の
自
治
体

職
員
と
の
交
流
に
よ
る
刺
激
も
あ
る
。
八
代

市
で
は
や
っ
て
い
な
い
事
業
な
ど
も
あ
り
、

幅
広
い
意
見
を
聞
く
機
会
で
も
あ
る
。
他
自

治
体
で
頑
張
っ
て
い
る
職
員
の
方
々
の
意
見

や
体
験
を
聞
く
こ
と
で
、
自
ら
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う

意
見
も
だ
さ
れ
、
研
修
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
え
た
。

取
材
を
終
え
て

　

八
代
市
の
人
財
育
成
基
本
方
針
は
、
目
指

す
職
員
像
を
「
市
民
と
と
も
に 

未
来
を
描

き
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気

な
職
員
」、
目
指
す
職
場
を
「
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め 

職

員
を
成
長
さ
せ
る
職
場
」
と
謳
っ
て
い
る
。

廊
下
で
す
れ
違
う
職
員
が
明
る
く
挨
拶
し
て

く
れ
た
り
、
取
材
が
い
つ
の
間
に
か
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
り
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
本
市
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
が
浸

透
し
て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
、
す
が

す
が
し
い
気
持
ち
で
庁
舎
を
後
に
し
た
。

 

（
取
材
日
：
平
成
二
五
年
十
一
月
二
一
日
）

着席している左から一美課長補佐、山内係長、西田主任を囲む
センター研修に参加された職員の皆さん

八代市のセンター研修参加状況
【平成23年度】 ６名

研　修　名 期間（日）

地域の浸水対策 5

公共建築工事積算 5

品質確保と検査 5

公共建築設備工事積算（電気） 3

街　路 5

建築設備（電気） 10

【平成24年度】 12名

研　修　名 期間（日）

都市計画 5

建築耐震技術 4

建築基準法（建築物の監視） 5

開発許可 5

建築設備（衛生） 5

橋梁維持補修 5

市町村道 5

建設工事の安全施工 3

品質確保と検査 4

公共建築工事積算 5

建築工事監理 5

【平成25年度】 13名

研　修　名 期間（日）

地質調査 3

下水道 4

地域の浸水対策 3

開発許可専門 4

建築確認実務 3

橋梁設計 9

道路管理一般 8

公共建築工事積算 5

市町村道 4

建築工事監理 5

公共建築設備工事積算（電気） 3

官民連携PPP／PFI 5

（注）24年度の「公共建築工事積算」、
25年度の「公共建築設備工事積算
（電気）」にはそれぞれ２名が参加して
いる。
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